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②医薬品セグメント

・売上高は、2018年４月に実施された薬価改定の影響はあったものの、国内主力品の販売数量の伸長

や海外子会社の寄与などにより前年同期を上回りました。

・営業利益は、薬価改定の影響ならびに前年同期に発生した一時金収入の反動などが影響し前年同期

を大幅に下回りました。

 （単位：億円） 

2018年３月期

第1四半期

2019年３月期

第1四半期

対前年同期

増減率

医薬品

売 上 高 359 378 5.4%

営業利益 19 14 △23.6%

事業別の概況は次のとおりです。 

（単位：億円） 

売 上 高 営業利益

2018年３月期

第1四半期

2019年３月期

第1四半期

対前年同期

増減率

2018年３月期

第1四半期

2019年３月期

第1四半期

対前年同期

増減率

国 内 270 276 2.3% 国 内 14 12 △11.1%

海 外 89 102 15.0% 海 外 5 2 △60.0%

【国内事業】 

・売上高は、医療用医薬品では統合失調症治療薬「シクレスト」やアレルギー性疾患治療薬「ビラノ

ア」が大幅に伸長し、農薬では新規殺虫剤「ファインセーブ」の発売も寄与したことから前年同期

を上回りました。

・営業利益は、薬価改定の影響ならびに前年同期に発生した一時金収入の反動もあり前年同期を大幅

に下回りました。

・2018年４月よりMe ファルマ株式会社を連結子会社化しました。

【海外事業】 

・売上高は、抗菌薬「メイアクト」の輸出販売が大幅に伸長し、インド、インドネシアおよび中国の

子会社が大幅に売り上げを拡大したことにより前年同期を大幅に上回りました。

・営業利益は、前年同期に発生した一時金収入の反動や間接費の増加により前年同期を大幅に下回り

ました。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当社の食品セグメントに属する株式会社明治のうち菓子工場等及びその一部の国内連結子会

社の有形固定資産の減価償却方法については、従来、定率法（ただし、1998年４月１日以降に

取得した建物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額

法）を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。 

2026ビジョンに基づき当連結会計年度より開始した「2020 中期経営計画」において、コア事

業での高シェア・高収益を実現していく方針です。具体的には、健康志向チョコなど市場にお

ける競争優位性の高いコア事業の市場が拡大していることから、当社グループは経営資源をコ

ア事業に集中し、これに合わせた設備投資を計画しております。これを契機に、生産設備の稼

働状況を検討した結果、長期安定稼働が見込まれるため、定額法により取得原価を耐用年数に

わたって均等配分することが、今後のグループの経営実態をより適正に反映するものと判断し

ました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は 902百万円増加しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を

当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に

表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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